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　日本常民文化研究所では、ここ数年にわたって『年報』の刊行やWebサイトのリニューアルな
ど、研究成果の発信体制を整備してきた。そのような取り組みを一層発展させるために、2019年
9月に、日本常民文化研究所のメールマガジン「常民研 e-News」を刊行した。
　「常民研 e-News」は、神奈川大学日本常民文化研究所、非文字資料研究センター、国際常民文化
研究機構の研究活動や、研究会やイベントの開催情報、刊行物の発行情報などを、原則として毎月
末頃に配信している。2020年 3月までに臨時配信も含め 8号まで刊行された。画像等を用いずテ
キスト中心の内容とすることで、端末や回線の状態によらず、広く情報を周知することを意図して
いる。
　従来から、研究会の開催情報や刊行物の発行状況などは、常民研Webサイトの TOPページ「ト
ピックス」に掲載してきたが、その情報はWebサイトを訪れた閲覧者にしか届かないという課題
があった。しかしプッシュ型の情報伝達ツールであるメールマガジンを用いることで、研究所から
の情報をより積極的、タイムリーに発信することが可能となり、従来の情報発信では不足していた
部分を補うことが可能となる。「常民研 e-News」刊行以降、常民研Webサイトへのアクセス数
（ページビュー）やユーザ―数は増加傾向にあり（表 1）、常民文化研究講座開催、研究会告知等が

5件あった 2019年 12月では、ページビュー前年同月比 20.06％、ユーザー数 37.51％という高い
進捗をみせた（表 2）。しかしながら、2020年 3月には新型コロナウイルス感染症の影響で学内外
の活動が停止・停滞していることにより、開始以降初のマイナスとなっている。今後、メールマガ
ジンをきっかけとしてWebサイトを訪れた人が、目的のページだけでなく、関連するページを閲
覧することで、常民研の研究活動に関心を持ち、より詳しく理解することが期待される。
　また、「常民研 e-News」は、神奈川大学日本常民文化研究所、非文字資料研究センター、国際常
民文化研究機構という 3つの研究組織の研究活動を配信している。従来、それぞれのWebサイト
で公開されていた情報を集約した形で配信することで、総合的な情報窓口として機能している。
　「常民研 e-News」は、現在、上記 3組織の研究者を中心とする約 130名に配信されているが、研究
活動をより広く周知するためには、2020年 4月開設の国際日本学部歴史民俗学科の学部生や、学外で
希望する人々にも配信範囲を広げることが不可欠である。そのために、SNSの Facebookや Twitter

を用いた情報発信を行い、常民研Webサイトへの流入を増加させるという企画も進行中である。
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表 1　Web アクセス前年比（2019 年 10月 1日～2020 年 3月 31日／2018 年 10月 1日～2019 年 3月 31日）

PV（ページ
ビュー） 前年比 ページ

別訪問数 前年比 ユーザー 前年比 新規ユーザー 前年比

常民研Web 36,444/34,221 ↑6.50% 25,921/24,272 ↑6.79% 7,108/6,505 ↑9.27% 6,828/6,073 ↑12.43%

・PV（ページビュー）：閲覧されたページの合計数。同じページが繰り返し表示された回数を含む
・ページ別訪問数：指定されたページが 1回以上閲覧されたセッションの数
・ユーザー：期間中に 1回以上のセッションを開始したユーザー数　・新規ユーザー：指定した期間の初回ユーザーの人数

表 2　Web アクセス前年比（2019 年 12月 1日～31日／ 2018 年 12月 1日～31日）

PV（ページ
ビュー） 前年比 ページ

別訪問数 前年比 ユーザー 前年比 新規ユーザー 前年比

常民研Web 6,696/5,577 ↑20.06% 4,953/4,042 ↑22.54% 1,635/1,189 ↑37.51% 1,389/1,028 ↑35.12%
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